



は じ め に




















































1 ～ 2 ページ目 米づくり列島・ニッポン（山形県・沖縄県・高知県・埼玉県・北海道）の紹介。
3 ～ 4 ページ目 庄内平野をたずねて→庄内平野の位置、様子。









1 ～ 2 ページ目 後藤さん親子と、「もとだての米」をつくる地域の仲間たち
☆ スーパーの米袋を調べて、「どうして地域の名前をお米につけたのか」という問い
を出している。
3 ～ 4 ページ目 どうして地域の名前をお米につけたのかな→本楯の地域の自然条件を説明。
5 ～ 6 ページ目 どうやって米を作るのか→後藤さんの 1 年間の主な農作業。








1 ～ 2 ページ目 給食の献立表から主食の米を確認、スーパーのお米売り場で庄内平野の米を知る。
3 ～ 6 ページ目 庄内平野の位置（鶴岡市）、土地利用の様子、気候の様子を知る。
7 ～ 8 ページ目 お米づくりはよい土地から、水の管理、たい肥づくり。












































































































































































・ 4 月中旬ごろ、乾田になっている状態で、溝幅 2 cm・ 深さ 5 cm の溝を掘り、種と肥料をまく。
・ 自然に成長する稲の力に頼る。 6 月上旬ごろに、一定の苗の成長が見えた時期に水を入れる。除草剤
は年に 3 回ほど使う。
・ 直まきの「はえぬき」の粒は大きくて、おいしい。しかし、乾田 V 溝直播農法の困難な点は、 4 月の
時期に乾田の状態でないと種はまけないことである。
（鉄コーティング湛水直播農法について）












・ 完熟堆肥は 1 か月でできる。「完熟堆肥」を散布し始めたの
は平成 9 年ごろからであった。 （完熟堆肥）
庄内・本楯の循環型農業を教材化する
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第 1 次　わたしたちの米（ 3 時間）
　・わたしたちが食べる米　・米はどこから　・米づくりのさかんな地域調べ
第 2 次　本楯の米づくり（ 3 時間）
　・庄内平野の米づくり　・本楯の米づくりの 1 年　・蛇口をひねると水が出る !? 
第 3 次　つながり合う本楯の農業（ 2 時間）
　・土の力を生かし、土に力を返す【指導案A】
　・完熟堆肥をつかっているのは誰？【指導案B】
第 4 次　「もとだての米」ができるまで（ 2 時間）
　・本楯カントリーエレベーター　・生産者、販売元、消費者がつながる「もとだての米」






































































































































（ 3 ）　授業用の資料として使う「循環型農業の図」は、2011年～2014年（平成23年版）使用の『光村図書 5
年　社会』p.71にある。
